
様　式　ウ

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 追 加 補 強 事 業 総括 調書
（単位：千円）

予 算 事 業 名 さっぽろアートステージ事業費

担 当 観光文化局文化部市民文化課　渡邊　211-2261

基 本 目 標 4 芸術・文化、スポーツを発信する街さっぽろ

重 点 戦 略 課 題 1 芸術・文化の薫る街の実現

施 策 1 多様な芸術・文化に親しみ、交流・発信する環境づくり

関 連 新 ま ち
計 画 事 業 名

予算額 決算額 事　業　費　の　主　な　内　訳

事 業 費 23,400 23,345 ＜委託料＞　学生音楽部門　　2,748　/　音楽部門 　 1,518　/
　　　　　　　　 美術部門　　　　　 4,410　/
　　　　　　　　 アートプロモーション部門　 3,098　/
　　　　　　　　 全体経費・その他　　　6,727

＜補助金＞　舞台芸術部門　4,844

財
源
内
訳

国・道支出金

市 債

そ の 他

一 般 財 源 23,400 23,345

事業実施(拡充）の背景・目的・考え方 事業内容（量･場所･規模等）

　11月を芸術文化月間と位置付け、様々なアート系イベ
ントを集中して行うとともに、他に札幌で行われている芸
術文化活動やアーティストを広く紹介し、芸術文化にふれ
る機会を創出する。それにより、札幌を「芸術文化の薫る
まち」として市民・観光客に印象づける。
　また、大きなイベントの端境期となる11月に実施すること
により、年間を通じて市民が様々なイベントを楽しめること
となること及び、集客交流にも寄与する。
  将来的には、札幌のアートを世界に発信し、札幌にアー
ティストが集い世界に飛躍してゆく市場性を兼ね備えた事
業として成長させることを目標とする。

＜17年度＞
 ① 前夜祭　（10/31　サッポロファクトリーホール）
 ② さっぽろスクール音楽祭　（11/3　札幌コンサートホール）
 ③ ステージラリー　（11/1～11/30　シアターZOO）
 ④ ストリートライブ  （11/3　ＪＲタワー東側コンコースほか）、
 　  時計台ライブ　　（11/26　時計台ホール）
 ⑤ アートトレイン　 （11/1～11/14　地下鉄東西線１編成）
 ⑥ アートラリー　　 （11/1～11/30　市内文化関連施設１０９か所参加）

＜18年度＞
 ① さっぽろスクール音楽祭（11/19　札幌コンサートホール）
 ② 札幌劇場祭（11/1～12/1　市内小劇場８か所にて実施）
 ③ ストリートステージ（11月中の土・日・祝　市内パブリックスペースにて実施、ＪＲタ
ワー東側コンコースほか）
 ④ アートストリート（11/1～11/30　大通～バスセンター前駅を結ぶコンコース通路）
 ⑤ キーステーション（10/25～11/30　大通駅南北線コンコース北側）、
 　　インフォーメーションブース（11/1～11/30　ＪＲ札幌駅西コンコース）

評　価　（成　果） 課　題

　市内各地で演劇・音楽・美術などのイベントを開催することに
よって、文化芸術による賑わいを創出することができた。
　特に、札幌劇場祭は、市内８ヶ所の劇場が協力することによっ
て、期間中延べ114公演を実施して、劇場ごとに特色のあるステー
ジを市民に楽しんでいただくことができた。
　また、アートストリートは、500ｍにおよぶコンコースをギャラリーに
変えてしまう全国的にも珍しい試みとして注目を集めた。
　キーステーションでは、アートステージの事業ＰＲのほか、111の
協力施設から集めた芸術文化イベントの情報を提供したところ大
変好評で、約12,000人の市民に利用された。

　当事業については、将来的には、札幌で活動しているアーティ
ストのプロモーションの場としてマーケット機能を併せ持った事業
とするとともに、観光資源として、集客交流にも寄与できる事業に
成長させたいと考えていることから、引続き事業内容を充実させる
必要がある。

19　年　度　以　降　の　方　向　性　・　事　業　の　予　定

より魅力的な事業となるように、各事業の中身を工夫しながら実施していく。
平成19年度に予定される事業内容
・　さっぽろスクール音楽祭
・　舞台芸術部門（シアターゴーラウンド）
・　音楽部門（クロスロードライブその他）
・　美術部門（アートストリート）
・　キーステーション（文化情報ステーション）
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